
自動車整備の高度化に対応する人材確保に係る検討 WG の設置について 

１．背景 
自動車整備士を志す若者が減少しており、近年、自動車整備要員の有効求人倍率は増加が続き、

その解消を図ることが喫緊の課題となっている。さらに、衝突被害軽減ブレーキなどの先進安全技術を
搭載している車両や電気自動車などには、多くの電子制御装置が搭載されており、それらの自動車の
整備に必要な知識や技能は高度化し、それらに対応できる人材を育成することも喫緊の課題となってい
る。 

今後はレベル 4 の自動運転車両を用いた自動運転サービスの実現も想定されており、自動車整備
士の役割が益々重要になっていくと考えられる。 

このため、①自動車整備業に必要な人材の確保、②自動車整備士等の能力向上についての検討
を関係者が共働して行う本ＷＧを設置する。 

 

２．検討概要 
自動車整備に係る人材の確保・育成に係る現状や課題を整理したうえで短期・中長期に実施する

べき取組を検討する。その際、関係者ごとに担うべき役割と取組内容を明確にし、業界全体で計画的・
効果的な取り組みを推進する。 

＜検討内容のイメージ＞ 
●自動車整備業に必要な人材の確保に係る検討： 

(1)一種養成施設に入学する学生増加策 
(2)復職者の増加策 
(3)未経験者の採用 
(4)外国人の採用 
さらに、上記(1)～(4)で自動車整備業に従事する者の職場定着に係る検討をあわせて実施する。 

●自動車整備士等の能力向上に係る検討 
(1)一種養成施設で学んだ卒業生や復職者の能力向上策 
(2)自動車整備事業者で勤務している自動車整備士や工員の能力向上策 

 

３．スケジュール（案） 
令和４年６月頃 第１回 WG 開催 

年度内 数回程度開催し、検討結果をとりまとめ 
令和５年度以降 施策の実施、その効果把握や改善策の検討  
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